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[ 京都自死・自殺相談センター ]

活動報告：つながり続けるための「聴く力」を磨く

日頃より Sotto の活動を支えてくださり、心より感謝申し上げます。今月は、岐阜県と京都府
舞鶴市にて行ないました、2 つの研修出講についてご報告いたします。

1.「読み解く」ことで心に寄り添う（岐阜いのちの電話）
1 つ目は、岐阜いのちの電話にて実施した、メール相談員を担う方々への研修です。
メール相談において、私たちはつい「なんと返事を書けば正解か」という技術論に悩み、筆が

とまってしまいがちです。しかし、相談の質は「相談文をどう読み、いかに相手の感情をキャッ
チするか」で 9 割が決まると私は考えています。

当日は、4 つの具体的な例題を使い、2 時間かけてじっくりと「行間を読み解く」練習を行な
いました。文字の背後にある、相談者の孤独や切実な願いをていねいにすくい上げる作業です。
参加者の皆さまが、言葉一つひとつに真剣に向き合い、相談者の心情を想像しようとする姿が非
常に印象的でした。

2.地域のゲートキーパーとして（舞鶴市ゲートキーパー研修）
2 つ目は、京都府舞鶴市でのゲートキーパー研修です。こちらは市民の皆さまや、教育現場の

最前線に立つ先生方を対象に行なわれました。
先日、令和 7 年の自殺者数暫定値が発表されましたが、全体的な推移の中で若年層の自殺者

が増加傾向にあるという厳しい現実があります。その影響もあり、今回は学校関係者の皆さまも
多く参加されていました。

研修では、いくつかの事例をもとに「私たちに今、何ができるか」をグループワーク形式で検
討しました。専門的なスキル以前に、周囲の小さな変化に気づき、声をかける。そんな「地域の
見守り」の輪を広げることの大切さを、改めて共有する機会となりました。

結びにかえて
メールの画面越しでも、学校の教室でも、大切なのは「あなたの想いを確かに受け取っていま

す」と実感してもらえるような姿勢です。これからも、1 人でも多くの方が孤独の中で立ちどま
らずに済むよう、研修を通じて支援の質の向上に努めてまいります。

引き続き、皆さまの温かいご支援をよろしくお願い申し上げます。
（理事・金子宗孝）
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令和 8 年 2 月 3 日（金）、京都府相談・支援ネットワーク「京のいのち支え隊」の総会が開催
されました。「京のいのち支え隊」は、2014 年（平成 26 年）に京都府が設置した相談・支援のネッ
トワークです。自死・自殺を考える方々に対し、府内の相談機関や支援団体が連携しながら、支
援体制を築いていくことを目的として発足しました。

京都自死・自殺相談センター Sotto は、設立当初より本ネットワークに参画し、京都府内の相
談体制に関する情報共有を行なうとともに、現場での実践的な支援活動にも取り組んでまいりま
した。発足から 12 年が経過し、現在では 22 団体が参加するネットワークへと広がっています。

本年度は、新たに京都精神保健福祉協会、特定非営利法人マック、京都府ヤングケアラー総合
支援センターの 3 団体が加わりました。近年、ヤングケアラーの存在が社会的に広く知られる
ようになり、支援を必要とする背景や課題がますます多様化していることを、あらためて感じて
います。

総会では、各団体から日々の取り組みについて紹介があり、その後、京都府より「京都府自殺
対策推進計画」に基づく施策の実施状況が報告されました。自殺問題への理解を深める取り組み
として、「いのちの日」関連イベントの開催や、予防啓発動画の制作・配信などが進められています。
また、自殺の背景となる要因を軽減するため、ゲートキーパー養成講座の実施や、職域・学校・
地域における相談体制の整備も行なわれています。さらに、自殺の原因や背景に応じた支援体制
の充実として、自殺ストップセンターでの危機対応、自殺未遂者への支援、自死遺族サポーター
養成研修など、多方面にわたる取り組みが共有されました。

自死・自殺をめぐる課題は、誰にとっても無関係ではありません。だからこそ、分野や立場を
越えてつながり、学び合いながら支援の輪を広げていくことが大切だと感じています。京都自死・
自殺相談センター Sotto は、京都府内の関係団体との連携を大切に考え、支援の多様性を尊重し、
これからも歩みを続けてまいります。

( 理事・廣谷ゆみ子 )

京都府相談・支援ネットワーク
「京のいのち支え隊」総会のご報告
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連載コラム 第 9 話
死について考える　～祖父の死～

記憶している中ではじめて人の死を経験したのは、ま
だ学生のときに参列した父方の祖父のお葬儀であった。
すでに棺の中に入っていた祖父の顔をまじまじと見て、
なんだか現実ではない、全然知らない人が横たわってい
るように思えて、不思議な感覚がしたのを覚えている。

生まれたときから高校 3 年生まで、一つ屋根の下、一
緒に生活してきた祖父であったが、正直なところ、あま
り好きではなかった。いわゆる「がんこじじい」という
やつで、幼少期を思い返しても、頭をなでて可愛がって
くれたことは皆無であった。それどころか、強く記憶に
残っているのは、中学生のとき、元旦そうそうにやり込
められた嫌な経験である。我が家でも、昭和の一般的な
家庭がしていた通り、元旦には家族でテーブルを囲みお
せち料理を食べるのが恒例であった。その際に、ぼくが
本か何かで覚えたての知識を自慢げに家族の前で披露し
たときのこと。少しお酒の入った祖父は、その内容が気
にくわなかったのか「分かってない」と鼻で笑い、さら
に言葉でぼくをやり込めた。そのことに深く傷付けられ
たぼくは、恥ずかしさと怒りにふるえて、祖父に殴りか
かろうとこぶしを振り上げたが、実際には殴りかかるこ
とはできず、そのまま子ども部屋へ逃げ込んだ。なんと
も後味の悪い思い出である。

そんな関係の祖父ではあったが、亡くなったことには、
やはりそれなりにショックを受けていたのだと思う。と
いうのも、葬儀を終え、親族みんなで火葬場へと向かう
貸し切りのバスでのこと。ぼくは、親族がそれぞれに思
い出話に花を咲かせて、笑いながら移動の時間を過ごし
ていることに、「親族が死んだというのに、どうして笑っ
ていられるんだ？」と、無性に腹を立てていたからであ
る。当時のぼくには、周囲の大人たちの反応が全く理解
できなかった。「大人たちは冷淡すぎる、祖父がかわい
そうだ」とも感じていた。

年齢を重ね、沢山のお葬儀や人の死を経験する中で、
ずいぶんと人の死に対する感覚が変わってきたように思
う。今では、お葬儀を終え、思い出話に花を咲かせ笑顔
になる親族の気持ちもよくわかる。大切な人が亡くなっ
たからこそ、その人とのかけがえのない思い出を周囲の
みんなと語らいたいのだ。さみしさに涙しながらも笑う
ということもあり得る。亡くなった人の性格にもよるだ
ろうが、そうして笑顔になって語らってもらえるほうが
嬉しいのかもしれないなどと思うようにもなってきた。

経験を重ねることで、死や亡くなった人に対する感じ
方や見え方は変化していくものなのだろう。実際にぼく
自身、祖父に対するイメージは大きく変わった。ずいぶ

んと遠回りをして、いまぼくは祖父と同じ僧侶の道を歩
んでいる。そうすると、必然的に祖父と親交のあった僧
侶から、生前の祖父がお寺に人を呼んでは碁を打ってい
たこと、僧侶仲間と泊まり込みで勉強会をして、お酒を
呑み、大いに語らっていたことなどを聞かされた。そこ
には、ただの「がんこじじい」などおらず、活き活きと
歩む一人の人間が居た。

これまでは、祖父と言えば正月の嫌な経験が思い起こ
されていたのだが、今では仲間と熱心に語らうお酒好き
の僧侶というイメージが強くなった。ある意味で、祖父
と和解したような感覚さえある。

亡くなった人との関係は、そこで終わってしまうので
はない。亡くして何年も経ってから、新たにはじまるこ
とだってあるのだ。亡くなった人に関わる強烈な経験が
あると、それに基づく自分の物語ですっかり塗りつぶさ
れてしまうこともある。しかし、亡くなった人の周囲の
方たちの物語を聞いてみると、自分の物語以上に色とり
どりの姿を教えられ、亡くなった人と自分との、新たな
関係を結び直すきっかけになるのだろう。

（代表・竹本了悟）
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認定特定非営利活動法人 
京都自死・自殺相談センター事務局

● 2 月電話相談件数 ･･･136 件（無言 83 件）
●電話相談委員会 ･･･ グループ研修　1/16　参加 3 名
● 2 月メール相談件数 ･･･ 受信 129 件（全て返信）
●メール相談委員会 ･･･ 委員会会議　2/12　参加 3 名
●居場所づくり委員会 ･･･ 委員会会議　2/15　参加 2 名
　　　おでんの会 ” からだリラックスの場 ”　2/4　申込 10 名（参加 9 名）
　　　Sotto の縁がわ　2/26　参加 5 名
●グリーフサポート委員会 ･･･ 委員会会議　2/15　参加 2 名
　　　そっとたいむ　2/11　申込 5 名（参加 2 名）
●映画委員会 ･･･ 委員会会議　2/15　参加 2 名
　　　ごろごろシネマ　2/18　申込 5 名（参加 5 名）

 活動報告

 寄付ご協力一覧

（助産師・坂本フジエ『大丈夫やで』）

人間の武器は言葉。

心を言葉で表現することを若いうちから

トレーニングしといてください。

クレジットカードでこちらから
寄付していただけます

今
月
の
こ
と
ば

ご協力にこころより感謝いたします


